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安岡孝一
• 1942年 6月 17日
国語審議会が「標準漢字表」2528字を答申

• 1942年 12月 4日
「標準漢字表」2669字を閣議決定

• 1945年 11月 27日
国語審議会が「標準漢字表」の再検討を開始

• 1946年 4月 27日
国語審議会が「常用漢字表 (案)」1295字を不採択に

• 1946年 11月 5日
国語審議会が「当用漢字表」1850字を答申

• 1946年 11月 16日
内閣が「当用漢字表」1850字を告示

• 1947年 7月 15日
活字字体整理に関する協議会が発足

• 1947年 10月 10日
活字字体整理に関する協議会が「活字字体整理案」を国語審議会に報告

• 1948年 1月 1日
戸籍法改正、子供の名づけに使える漢字が「当用漢字表」1850字に制限

• 1948年 6月 1日
国語審議会が「当用漢字字体表」1850字を答申

• 1949年 4月 28日
内閣が「当用漢字字体表」1850字を告示

• 1949年 6月 29日
法務省が、子供の名づけに「当用漢字表」と「当用漢字字体表」の両方を認める通達

USTREAM録画: http://www.ustream.tv/recorded/17284330



図 1: 江戸時代末期の通用字体
[松井義: 古今字樣考, 涵菖堂 (1861 年).]



図 2: 標準漢字表 (国語審議会答申, 1942年 6月 17日)



図 3: 標準漢字表 (閣議決定, 1942年 12月 4日)
[週報, 第 324 号 (1942 年 12 月 23 日), pp.13-20.]



図 4: 常用漢字表 (案)
[国語審議会第 9 回総会資料 (1946 年 4 月 27 日), 国語審議会関係文書, 国立公文書館.]



図 5: 木下一郎メモ (1946年 8月 27日)
[常用漢字に関する主査委員会 (1946 年 8 月 27 日), 国語審議会関係文書, 国立公文書館.]



図 6: 氏名等を平易にする法律試案
[常用漢字に関する主査委員会 (1946 年 10 月 1 日), 国語審議会関係文書, 国立公文書館.]



図 7: 当用漢字表 (国語審議会答申)
[国語審議会第 12 回総会資料 (1946 年 11 月 5 日), 国語審議会関係文書, 国立公文書館.]



図 8: 当用漢字表 (官報告示)
[官報, 号外 (1946 年 11 月 16 日), pp.1-2.]



図 9: 活字字体整理案 (1947年 10月 10日)



図 10: 当用漢字字体表 (国語審議会答申)
[国語審議会第 14 回総会資料 (1948 年 6 月 1 日), 国語審議会関係文書, 国立公文書館.]



図 11: 当用漢字字体表 (官報告示)
[官報, 号外第 32 号 (1949 年 4 月 28 日), pp.1-3.]


